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はじめに 

兵庫県淡路島の南部には白亜紀後期(約7000万年前)の和泉層群と呼ばれる地層が分布している。こ

の地層は多くの海棲動物群の化石が産することで知られ、古くから調査研究され、矢部長克1901・1902, 

江原真伍1925, 笹井博一1936,松本達郎・田中啓策・前田保夫1952,市川浩一郎1961,両角芳郎1985

など、産出化石・層序・古環境が明らかにされてきている。 

 この様な中、棘皮動物のウニ・ヒトデ化石は淡路島の和泉層群から産出が知られていながら簡易的

な産出の紹介はあるものの、化石の産出量が乏しく、研究資料の蓄積が待たれている。今報告では、

これまでの採集で得られた標本の分類を試みた。 

         

 

地層と産地 

ウニ・ヒトデ類は西淡層・北阿万層・下灘層から得られた。また両角 1985 のアンモナイト化石帯で

は西淡層（泥岩層）のプラビトセラス・シグモイダーレ帯からニッポナスターの仲間が産出し、北阿

万層（泥岩層）のノストセラス・ヘトナイエンゼ帯からはヘミアスター属がことに洲本市由良町の北

阿万層で多産した。下灘層（白色砂岩層）のパキディスカス・サブコンプレッサス帯にはヒトデ類の

多産層準が確認でき、キダリスの仲間の棘と考えられる方解石に置換された球形の棘の産出、またウ

ミユリ類の産出も知られている。 

 

ウニ類 

 Spatangoida ブンブク目  

 Family indet. 科未定 

Nipponaster 属 

 Nipponaster hokkaidensis 

 ニッポナスター ホッカイデンシス 

  Figs. 1,2 南あわじ市木場奥 産 

 本来大きく膨れ盛り上がったドーム状の形

態をしているが、圧密変形により扁平になって

いる。頂上系の特徴は保存されていないが五放

射する花紋が残されている。口側の殻板の特徴

両角 1985 (英文)一部改作使用 

  

Fig. 1 反口面         Fig. 2 口面 

スケールバーは1cm 

徳島県博 1991 一部改作使用 
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はよく保存され口周板の殻板の位置が読み取れる。 

 

 Hemiasteridae コダヌキブンブク科 

Hemiaster 属 

 Hemiaster cf. uwajimensis 

 ヘミアスター コンファー ウワジメンシス 

  Fig. 3 洲本市由良町 産 

  Fig. 4 南あわじ市広田 産  

洲本市由良町の北阿万層では多産するが、つぶされたものが多く形態のすべてを読み取れるものは

得難い。五放射の花紋(歩帯・間歩帯)の形状は残され、歩帯の孔対の水管足の出る孔の並びもよく残

されている。 

 

 

 Camarodonta カマロドント目 

 Echinometridae  ナガウニ科 

 Heliocidaris sp. (？) 

 ムラサキウニ属の一種（？） 

  Figs. 5, 6, 7 洲本市由良町 産 

 細く長い棘の残されたものが得られた。

棘は殻本体の外径とほぼ同等の長さがあ

り殻全方向にあったものと思われる。棘の

取れた個体もしばしば産出し、棘疣の乳頭

部やその周溝も見られる。 

 

 

 Cidaroida キダリス目 

 Cidaroida gen.et sp.indet. 

 キダリス目の一種の 棘(トゲ) 

  Fig. 8 南あわじ市灘地野 産 

キダリス目の棘と思えるもので、棘本体は方解石化してい

る。球形をしており、ウニ本体に接続する関節部が伸びてい

る。下灘層の 3 ヶ所の露頭で産出を確認している。 

 

 

ヒトデ類 

 Valvatida  アカヒトデ目 

 Ophidiasteridae  ホウキボシ科 (？) 

 Valvatida gen.et sp.indet. 

 アカヒトデ目の一種 

Figs. 9, 10, 11 南あわじ市灘地野 産 

 灘地野の一部の白色砂岩層の下灘層から産出し、黒く炭化した植物片を多く含む層準に含まれてい

る。ヒトデ本体は溶け去ったものが多く５本の腕には骨片の炭酸カルシュウムの単位結晶である方解

石が溶けさりその痕跡が列をなして並んでいる(Figs.9,10)。 

Fig. 3 反口面 Fig. 4 反口面 

  

 

 

Fig. 8 キダリス目の棘（トゲ） 

Fig. 5 反口面 

Fig. 6 反口面 棘疣が見られる 

 
Fig. 6の部分拡大 

 
 

Fig. 7 多くの個体が 

集合している標本 
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 稀にFig. 11の様な風化の程度が弱いものも産出している。この標本は内部構造が観察しやすいよ

う表面を磨き出している。５本の腕が集まっている部分を盤(バン)と呼び中央に口がある。口から放

射状に５方向に伸びる腕には歩帯溝と呼ばれる溝がありその外側の両方にレンガを並べたような骨片

が見られる。今報告では盤の大きさと腕の長さから現生図鑑を用いた絵合わせ的な同定でアカヒトデ

目の仲間とした。 

 

その他の棘皮動物・刺胞動物 

 棘皮動物はウニ・ヒトデ類に代表されるが、ク

モヒトデ類、ウミユリ類、ナマコ類等も含まれ、

この内ウミユリ類や刺胞動物のサンゴ類などが下

灘層から産出した。 
 

おわりに 

● ウニ類のブンブクは、砂泥底に潜って採餌活動

するという生態が知られている。破片化していな

い化石を現地性と見なすと、これらが産出する西

淡層・北阿万層等の泥岩層は、生息場所の底質と対応していると考えられる。 

● ヒトデ類のアカヒトデ目の一種は下灘層の白色砂岩の植物片を多く含む層準から集中して産する

が、方解石化した骨片は溶け去ったものが多い。 

● ウニ綱では２種類のブンブク目・カマロドント目・キダリス目、ヒトデ綱ではアカヒトデ目が確認

された。 
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Fig. 10 

腕の骨片痕が並ぶ 

Fig. 11 腕に風化の程度が弱い骨片が並ぶ 

 
 Fig. 13 

六方サンゴの仲間 

払川 産 
Fig. 12 ウミユリの仲間 

灘地野 産 (田中Coll.) 

Fig. 9 5本の長大な腕を持つ 
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